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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期
第２四半期
連結累計期間

第45期
第２四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 （百万円） 23,145 22,649 50,936

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 490 611 △2,900

親会社株主に帰属する四半期純利
益又は親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

（百万円） 132 442 △3,449

四半期包括利益又は
包括利益

（百万円） 146 487 △3,360

純資産額 （百万円） 8,238 5,214 4,732

総資産額 （百万円） 34,235 34,208 34,953

１株当たり四半期純利益又は１株
当たり当期純損失（△）

（円） 2.76 9.26 △72.16

潜在株式調整後１株当たり　　
四半期(当期)純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 24.0 15.2 13.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 238 3,237 △3,067

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △1,161 △445 △2,937

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 650 △1,046 4,447

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（百万円） 4,496 5,004 3,243

 

回次
第44期
第２四半期
連結会計期間

第45期
第２四半期
連結会計期間

　会計期間

 
自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

 

 
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

 

１株当たり四半期純利益 （円） 9.06 5.60

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

しておりません。

２．第44期第２四半期連結累計期間及び第45期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第44期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益

については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

（継続企業の前提に関する重要事象等について）

当社グループでは、前連結会計年度において、新電力事業における電力調達コストが大幅に上昇したことから、重

要な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる

ような事象または状況が存在しておりました。

当社グループは、当該状況を解消すべく、前連結会計年度において相対調達の範囲内で供給契約を行う方針に変更

し、電力需給契約の新規申し込みを停止するとともに、採算の見込めない相対卸の契約を更新せず2022年３月で終了

いたしました。また、当第２四半期連結累計期間において、電力小売契約のうち不採算案件について、他社への取次

契約への移行が完了し、電力調達についても市場調達から相対調達に切り替えたことで、価格変動リスクが解消され

ております。

これらの対応により、当第２四半期連結累計期間において、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期

純利益を計上しております。

しかしながら、資源価格の高騰が続いている状況等もあり、利益水準が従来の水準よりも低く、依然として業績の

見通しに一定の不確実性を伴う状況であることから、当第２四半期連結累計期間においても継続企業の前提に重要な

疑義を生じさせるような事象または状況が存在しているものと認識しております。

一方で、資金面では、金融機関に対し説明を行うことで資金支援へのご理解を頂き、必要資金を既に調達済であ

り、一部の借入金で生じている財務制限条項への抵触についても、期限の利益喪失の請求権を行使しないことについ

ての合意を得ております。

以上により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間（2022年４月１日～９月30日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染拡

大で停滞していた経済活動において回復の兆しが見えてきたものの、ロシアのウクライナ侵攻や円安の影響などに

より資源価格や物価が高騰しており、依然として先行き不透明な状況で推移しました。このような社会情勢におい

て、当社グループでは、新型コロナウイルス感染防止の徹底を継続し、各事業基盤の強化・拡大を図りながら事業

を継続してまいりました。

なお、事業部門の組織改編を2022年６月１日付けで実施したことにより、第１四半期連結会計期間より報告セグ

メントの区分を変更し、以下の前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた

数値で比較分析しております。ただし、戸建住宅向け太陽光発電システム事業の「（新）ＳＥ事業部門」並びに法

人向け太陽光発電システム事業の「ＰＶ事業部門」は、実務上前年同期の数値を組み替えることが困難なため前期

比較を記載しておりません。

当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、2022年７月以降、過去最大の感染者数を記録した新型コロ

ナウイルス感染症第７波の発生に伴い、特にＨＳ事業部門では、対面での営業活動に一時的な制約を受けました。

また、新電力事業部門において、電力調達にかかる価格変動リスクを解消すべく、電力需給契約の新規申し込みの

停止、電力小売契約の一部を取次契約へ移行を進めてまいりました。この結果、グループ全体の売上高は22,649百

万円（前年同期比2.1％減）となりました。

利益につきましては、前期の苫小牧発電所の法定点検による減収及び修繕費を計上した反動もあり、グループ全

体の損益は、746百万円の営業利益（前年同期比26.6％増）、611百万円の経常利益（前年同期比24.6％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は442百万円（前年同期比235.0％増）となりました。

当第２四半期連結累計期間の各セグメントの経営成績は、次のとおりであります。
 
①ＨＳ（ホーム・サニテーション）事業部門

ＨＳ事業部門では、新型コロナウイルス感染防止対策の徹底を継続しながら、新規出店による事業拡大を

図ってまいりました。しかしながら、新型コロナウイルス感染症第７波による影響を受けた結果、売上高は

6,126百万円（前年同期比5.6％減）となりました。

営業損益は、減収に加え出店等に伴う人員増により人件費等の固定費が増加したため、883百万円の営業利

益（前年同期比36.6％減）となりました。
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②ＥＳ（エスタブリッシュメント・サニテーション）事業部門

ＥＳ事業部門では、積極的な人員の増加や新規出店による業容拡大により、ビル・マンション等のオーナー

及び管理会社等提携先との関係を強化してまいりました。「建物防水塗装補修施工」が前年同期比106.8％

増、「建物給排水補修施工」が前年同期比11.7％増となりましたが、主力商品である「防錆機器取付施工（商

品名：ドールマンショック）」が前年同期比29.5％減となりました。この結果、売上高は1,190百万円（前年

同期比5.9％減）となりました。

営業損益は、減収に加え出店等に伴う人員増により人件費等の固定費が増加したため、8百万円の営業利益

（前年同期比92.7％減）となりました。
 

③ＳＥ（ソーラー・エンジニアリング）事業部門（戸建住宅向け太陽光販売部門）

ＳＥ事業部門は、2022年６月の組織改編により、戸建てに特化した太陽光発電システム販売に注力する事業

部門として、新しく立ち上げてまいりました。この結果、売上高は791百万円となりました。

営業損益は、新事業部門としての立ち上げに伴う費用の影響もあり、100百万円の営業損失となりました。
 

④ＰＶ事業部門（法人向け太陽光販売部門）

ＰＶ事業部門では、2022年６月の組織改編により、企業・法人向けに特化した太陽光発電システムの販売体

制となり、太陽光発電システム等の施工、メンテナンス、太陽光機器の卸販売に注力してまいりました。この

結果、売上高は3,408百万円となりました。

営業損益は、組織改編に伴うＳＥ事業部門との人員の再配置により販売管理費が減少したものの、材料資材

等の価格上昇により原価率が上がったため、159百万円の営業損失となりました。
 

⑤新電力事業部門

新電力事業部門では、卸電力取引市場の価格高騰等による調達コストの大幅な上昇により、採算性の確保が

困難であると判断し、前下半期より事業縮小のため、電力需給契約の新規申し込みの停止、電力小売契約の一

部を取次契約へ移行を進めてまいりました。また、当第２四半期連結会計期間（2022年７月１日～９月30日）

には、電力調達を相対調達メインとしたことで、電力調達にかかる価格変動リスクは解消しました。この結

果、売上高は2,914百万円（前年同期比6.9％減）となりました。

営業損益は、電力調達にかかる価格変動リスクが解消し、相対取引による電力調達の余剰分を、価格が高騰

している卸電力市場で売却したことで収益が改善し、133百万円の営業利益（前年同期比417.3％増）となりま

した。
 

⑥環境資源開発事業部門

環境資源開発事業部門では、一部工場において比較的単価の高い廃棄物の受入量が減少したことにより「プ

ラスチック燃料」が前年同期比4.5％減となりました。一方、受入量の増加により「埋立処理」が前年同期比

14.7％増、「廃液処理」が前年同期比2.7％増となり、「発電所売上」が前期は苫小牧発電所において４月の

法定点検で発電を停止した反動により前年同期比11.7％増となりました。この結果、売上高は8,218百万円

（前年同期比0.3％増）となりました。

営業損益は、前期の苫小牧発電所の法定点検による減収及び修繕費を計上した反動により、1,558百万円の

営業利益（前年同期比29.1％増）となりました。

 

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は34,208百万円となり、前連結会計年度末比で745百万円減少しました。

主な要因は、現金及び預金が1,615百万円増加となったものの、受取手形及び売掛金が2,310百万円減少したためで

あります。

負債合計は28,994百万円となり、前連結会計年度末比で1,227百万円減少しました。主な要因は、短期借入金を

長期借入金に借り換えたことにより、長期借入金が3,856百万円、1年内返済予定の長期借入金が1,002百万円増加

したものの、短期借入金が5,640百万円減少したことに加えて、支払手形及び買掛金が465百万円減少したためであ

ります。

純資産合計は5,214百万円となり、前連結会計年度末比で482百万円増加しました。主な要因は、親会社株主に帰

属する四半期純利益442百万円を計上したためであります。

その結果、自己資本比率については、前連結会計年度末13.5％に対し、当第２四半期連結会計期間末は15.2％と

なりました。
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（３）キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、投資活動により445百万円、財務活動により1,046百

万円それぞれ支出となったものの、営業活動により3,237百万円の収入となったため、前連結会計年度末に比べて

1,761百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には5,004百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活活動によるキャッシュ・フローは、3,237百万円の収入（前年同期は238百万円の収入）となりました。主

な要因は、売上債権が2,310百万円減少し、非資金支出項目として減価償却費880百万円を計上したためでありま

す。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、445百万円の支出（前年同期は1,161百万円の支出）となりました。主な

要因は、有形固定資産の取得により560百万円を支出したためであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,046百万円の支出（前年同期は650百万円の収入）となりました。主な

要因は、借り換えを実施したこと等により長期借入による収入が5,053百万円あった一方で、短期借入金が純額で

5,640百万円減少し、また割賦債務の返済による支出が303百万円あったためであります。

 

（４）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、161百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（７）生産、受注及び販売の実績

①生産実績

当第２四半期連結累計期間において、生産実績について著しい変動があったものは、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同期比(％)

ＥＳ事業部門 59 －

(注) １.金額は、製造原価によっております。

 ２.ＥＳ事業部門における生産高は、防錆機器であり、外部調達の一部を前期中から自社で製造してお り

ます。

 

②受注実績

当第２四半期連結累計期間において、受注実績について著しい変動はありません。

 

③販売実績

当第２四半期連結累計期間において、販売実績について著しい変動はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 163,500,000

計 163,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 48,919,396 48,919,396

東京証券取引所

プライム市場

福岡証券取引所

単元株式数

100株

計 48,919,396 48,919,396 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 48,919 － 14,041 － －
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。)の総数
に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社バイオン 福岡市博多区博多駅東１丁目13番９号 8,716 18.23

宗　政　　寛 福岡市南区 6,454 13.50

光通信株式会社 東京都豊島区西池袋１丁目４番10号 3,582 7.49

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 3,331 6.96

一般社団法人サニックス共済会 福岡市博多区博多駅東２丁目１番23号 1,700 3.55

サニックス社員持株会 福岡市博多区博多駅東２丁目１番23号 1,176 2.46

株式会社ＵＨ　Ｐｅｒｔｎｅｒｓ　２ 東京都豊島区南池袋２丁目９番９号 756 1.58

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 537 1.12

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３丁目１番１号 536 1.12

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８番12号 535 1.11

計 － 27,327 57.16

(注) 日本マスタートラスト信託銀行株式会社及び株式会社日本カストディ銀行の所有株式数は、同行の信託業務に

係るものであります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式 1,114,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 47,736,800 477,368 －

単元未満株式 普通株式 67,696 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  48,919,396 － －

総株主の議決権  － 477,368 －

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が18,800株（議決権の数

188個）含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式83株が含まれております。

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社サニックス

福岡市博多区

博多駅東２丁目１番23号
1,114,900 - 1,114,900 2.27

計 － 1,114,900 - 1,114,900 2.27

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,914 5,530

受取手形及び売掛金 6,593 4,283

商品及び製品 81 129

未成工事支出金 201 340

原材料及び貯蔵品 2,462 3,005

その他 1,453 1,186

貸倒引当金 △154 △174

流動資産合計 14,551 14,301

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,818 2,609

機械装置及び運搬具（純額） 4,235 4,277

土地 8,314 8,306

その他（純額） 1,013 1,070

有形固定資産合計 16,382 16,263

無形固定資産 701 629

投資その他の資産 ※ 3,318 ※ 3,014

固定資産合計 20,401 19,907

資産合計 34,953 34,208

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,798 3,332

短期借入金 10,151 4,511

１年内返済予定の長期借入金 386 1,388

１年内償還予定の社債 200 200

未払金 2,964 2,722

未払法人税等 307 274

賞与引当金 273 258

再資源化費用等引当金 8 9

その他 3,627 4,057

流動負債合計 21,718 16,755

固定負債   

社債 700 600

長期借入金 2,297 6,154

役員退職慰労引当金 4 4

処分場閉鎖費用引当金 732 789

退職給付に係る負債 1,963 2,013

その他 2,805 2,676

固定負債合計 8,503 12,238

負債合計 30,221 28,994
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,041 14,041

資本剰余金 1 -

利益剰余金 △7,995 △7,555

自己株式 △1,481 △1,481

株主資本合計 4,566 5,004

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 43 44

為替換算調整勘定 100 144

退職給付に係る調整累計額 △0 △0

その他の包括利益累計額合計 142 188

非支配株主持分 22 21

純資産合計 4,732 5,214

負債純資産合計 34,953 34,208
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 23,145 22,649

売上原価 15,005 14,581

売上総利益 8,139 8,068

販売費及び一般管理費 ※ 7,550 ※ 7,322

営業利益 589 746

営業外収益   

受取利息 7 7

受取配当金 1 1

受取地代家賃 31 31

その他 24 46

営業外収益合計 65 87

営業外費用   

支払利息 117 154

その他 46 67

営業外費用合計 164 221

経常利益 490 611

税金等調整前四半期純利益 490 611

法人税、住民税及び事業税 278 123

法人税等調整額 81 46

法人税等合計 359 170

四半期純利益 131 441

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 132 442
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 131 441

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7 1

為替換算調整勘定 19 44

退職給付に係る調整額 2 0

その他の包括利益合計 14 45

四半期包括利益 146 487

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 147 488

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △1
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 490 611

減価償却費 630 880

賞与引当金の増減額（△は減少） 17 △15

処分場閉鎖費用引当金の増減額(△は減少) 20 57

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 46 50

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △89

受取利息及び受取配当金 △9 △8

支払利息 117 154

売上債権の増減額（△は増加） △6 2,310

棚卸資産の増減額（△は増加） 76 △711

その他の流動資産の増減額（△は増加） △62 213

仕入債務の増減額（△は減少） △1,375 △499

未払金の増減額（△は減少） 399 △311

未払消費税等の増減額（△は減少） △233 323

その他の流動負債の増減額（△は減少） 168 96

その他 57 428

小計 336 3,489

利息及び配当金の受取額 8 8

利息の支払額 △116 △157

法人税等の支払額 △79 △149

法人税等の還付額 89 46

営業活動によるキャッシュ・フロー 238 3,237

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △319 △435

定期預金の払戻による収入 472 610

有形固定資産の取得による支出 △1,243 △560

有形固定資産の売却による収入 7 0

無形固定資産の取得による支出 △86 △42

その他 8 △18

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,161 △445

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △412 △5,640

長期借入れによる収入 297 5,053

長期借入金の返済による支出 △116 △193

社債の発行による収入 1,000 －

社債の償還による支出 △500 △100

セール・アンド・リースバックによる収入 82 50

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △242 △258

セール・アンド・割賦バックによる収入 748 357

割賦債務の返済による支出 △187 △303

その他 △21 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー 650 △1,046

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △264 1,761

現金及び現金同等物の期首残高 4,760 3,243

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,496 ※ 5,004
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

 

 

 

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行

しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グルー

プ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下

「実務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対

応報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

 

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

投資その他の資産 555百万円 446百万円

 

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
　　至 2021年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
　　至 2022年９月30日）

貸倒引当金繰入額 2百万円 18百万円

賞与引当金繰入額 172 157

給与及び賞与 3,790 3,609

退職給付費用 97 98

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

現金及び預金勘定 4,848百万円 5,530百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △352 △526

現金及び現金同等物 4,496 5,004
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
ＨＳ
事業部門

ＥＳ
事業部門

ＳＥ
事業部門

ＰＶ
事業部門

新電力
事業部門

環境資源

開発

事業部門

計

売上高            

外部顧客へ
の売上高

6,487 1,264 － 3,828 3,114 8,194 22,890 255 23,145 － 23,145

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

－ － － － 17 － 17 － 17 △17 －

計 6,487 1,264 － 3,828 3,131 8,194 22,907 255 23,162 △17 23,145

セグメント
利益又は損
失(△)

1,394 121 － △294 25 1,207 2,454 △150 2,304 △1,714 589

（注）１．その他は、他社との協業による戸建て住宅を対象とした太陽光発電と電力小売りをセットにした事業であ

ります。

　　　２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用1,714百万円であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　４．顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、第１四半期連結会計期間より「注記事項（収益認識関

係）」への記載に変更しております。
 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年９月30日）

１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計
調整額
（注）１

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）２

 
ＨＳ
事業部門

ＥＳ
事業部門

ＳＥ
事業部門

ＰＶ
事業部門

新電力
事業部門

環境資源

開発

事業部門

計

売上高            

外部顧客へ
の売上高

6,126 1,190 791 3,408 2,914 8,218 22,649 － 22,649 － 22,649

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

－ － － － － － － － － － －

計 6,126 1,190 791 3,408 2,914 8,218 22,649 － 22,649 － 22,649

セグメント
利益又は損
失(△)

883 8 △100 △159 133 1,558 2,325 － 2,325 △1,579 746

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用1,579百万円であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する情報

当社グループは、事業間シナジーの追求による成長促進を目的とした組織改編を行いました。これに伴い、第１四

半期連結会計期間より報告セグメントの区分をＨＳ事業部門、ＥＳ事業部門、ＳＥ事業部門、ＰＶ事業部門、新電力

事業部門、環境資源開発事業部門の区分で開示しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基づ

き作成しております。

ただし、「（旧）ＳＥ事業部門」に含めていた戸建住宅向け太陽光発電システム事業は、必要な財務情報を遡って

作成し「（新）ＳＥ事業部門」に含めることが実務上困難であるため、「ＰＶ事業部門」に含めております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

（単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計
 

ＨＳ
事業部門

ＥＳ
事業部門

ＳＥ
事業部門

ＰＶ
事業部門

新電力
事業部門

環境資源
開発
事業部門

計

売上高          

白蟻防除施工 1,992 － － － － － 1,992 － 1,992

床下・天井裏
換気システム

1,668 － － － － － 1,668 － 1,668

基礎補修・
家屋補強工事

1,045 － － － － － 1,045 － 1,045

防錆機器取付
施工

－ 648 － － － － 648 － 648

建物給排水
補修施工

－ 326 － － － － 326 － 326

建物防水塗装
補修施工

－ 82 － － － － 82 － 82

太陽光発電
システム

－ － － 3,753 － － 3,753 － 3,753

太陽光発電シ
ステム卸販売

－ － － 34 － － 34 － 34

売電収入 － － － － 3,114 － 3,114 － 3,114

プラスチック
燃料

－ － － － － 5,106 5,106 － 5,106

発電所売上 － － － － － 1,409 1,409 － 1,409

廃液処理 － － － － － 1,010 1,010 － 1,010

埋立処理 － － － － － 425 425 － 425

その他 1,781 207 － 40 － 241 2,270 255 2,525

顧客との契約
から生じる収
益

6,487 1,264 － 3,828 3,114 8,194 22,890 255 23,145

外部顧客への
売上高

6,487 1,264 － 3,828 3,114 8,194 22,890 255 23,145

（注）　第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更していることから、前第２四半期連結累計期

間の数値を変更後の区分に組み替えております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年９月30日）

（単位：百万円）

 報告セグメント

その他 合計
 

ＨＳ
事業部門

ＥＳ
事業部門

ＳＥ
事業部門

ＰＶ
事業部門

新電力
事業部門

環境資源
開発
事業部門

計

売上高          

白蟻防除施工 2,099 － － － － － 2,099 － 2,099

床下・天井裏
換気システム

1,514 － － － － － 1,514 － 1,514

基礎補修・
家屋補強工事

858 － － － － － 858 － 858

防錆機器取付
施工

－ 456 － － － － 456 － 456

建物給排水
補修施工

－ 364 － － － － 364 － 364

建物防水塗装
補修施工

－ 171 － － － － 171 － 171

太陽光発電
システム

－ － 791 3,286 － － 4,078 － 4,078

太陽光発電シ
ステム卸販売

－ － － 74 － － 74 － 74

売電収入 － － － － 2,914 － 2,914 － 2,914

プラスチック
燃料

－ － － － － 4,875 4,875 － 4,875

発電所売上 － － － － － 1,574 1,574 － 1,574

廃液処理 － － － － － 1,037 1,037 － 1,037

埋立処理 － － － － － 488 488 － 488

その他 1,653 197 － 47 － 241 2,140 － 2,140

顧客との契約
から生じる収
益

6,126 1,190 791 3,408 2,914 8,218 22,649 － 22,649

外部顧客への
売上高

6,126 1,190 791 3,408 2,914 8,218 22,649 － 22,649

 

 

 

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益 ２円76銭 ９円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
132 442

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
132 442

普通株式の期中平均株式数（千株） 47,804 47,804

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

   
 

   2022年11月14日

株式会社サニックス  

 取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 福岡事務所  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　芳樹

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 照屋　洋平

 

 

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サニック

スの2022年4月1日から2023年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2022年7月1日から2022年9月30日ま

で）及び第2四半期連結累計期間（2022年4月1日から2022年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サニックス及び連結子会社の2022年9月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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